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高
知
県
長
岡
郡
大
豊
町
立
川
地
区
の
住
民
グ
ル
ー
プ
「
立
川
体
験
交
流
の
会
」
は
、

立
川
地
区
を
舞
台
に
、
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
団

体
で
す
。
同
会
は
、
地
場
産
の
食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
や
自
然
体
験
、
地
元
散
策

や
文
化
催
事
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
去
る
九
月
二
一
日
に
行
わ
れ
た
「
立
川
番
所　
御
殿
の
夕
べ
」
で
は
、
高
知
城
博

に
集
合
し
た
二
五
名
の
参
加
者
が
、
大
豊
町
役
場
の
バ
ス
に
乗
っ
て
立
川
へ
移
動
し

ま
し
た
。
現
地
で
は
、
ま
ず
、
国
境
に
関
す
る
当
館
の
ミ
ニ
講
座
、
立
川
番
所
保
存

会
の
案
内
に
よ
る
付
近
の
参
勤
道
散
策
、
番
所
書
院
の

見
学
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
交
流
の
会
に
よ
る
丸

太
切
り
や
お
薄
点
て
体
験
の
の
ち
、
銀
ブ
ロ
ウ
寿
司
や

立
川
そ
ば
な
ど
の
郷
土
料
理
を
味
わ
い
、
最
後
に
繁
藤

雅
陽
会
に
よ
る
雅
楽
演
奏
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
他
の
団
体
や
機
関
と
協
力
し
て
、
こ
の
よ
う
な
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
現
す
る
同
会
の
取
り
組
み
は
、
地

域
を
盛
り
上
げ
る
ひ
と
つ
の
形
と
し
て
、
学
ぶ
こ
と
が

多
く
、
今
後
も
連
携
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
主
任
学
芸
員　
片
岡
剛
）

　
一
九
六
〇
年
代
末
、「
情
報
化
社
会
」
と
い
う
用
語
が
政
治
や
経
済
、

或
い
は
教
育
な
ど
の
分
野
で
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
九
〇
年
代

に
な
る
と
、
家
庭
で
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
普
及
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
通
信
技
術
も
急
速
に
発
達
し
ま
し
た
。
今
で
は
情
報
を
収
集
・

蓄
積
し
分
析
す
る
こ
と
が
、
個
人
単
位
で
も
当
た
り
前
の
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。
更
に
こ
れ
を
公
開
し
多
く
の
人
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
一

挙
に
大
量
の
情
報
を
集
め
、
そ
れ
を
基
に
よ
り
精
度
の
高
い
分
析
が
可

能
と
な
り
、
時
に
思
わ
ぬ
発
見
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
と
の
関
係
を
基
盤
に
置
く
我
々
の
活
動
も
ま
た
、「
情
報
化
」

と
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
歴
史
資

料
の
解
読
文
、
聞
き
取
り
調
査
の
音
声
、
風
景
や
祭
り
を
記
録
し
た
動

画
な
ど
、
博
物
館
に
は
大
量
の
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
貴

重
な
情
報
を
管
理
し
活
用
す
る
た
め
に
は
、
適
切
な
仕
組
み
作
り
が
不

可
欠
で
す
。

　
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
、約
七
〇
年
ぶ
り
に
博
物
館
法
が
改
正
さ
れ
、

情
報
の
保
存
と
活
用
が
博
物
館
の
重
点
課
題
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。
情
報
問
題
を
担
当
す
る
調
査
員
と
し
て
、
こ
の
大
き
な
変
化

に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
具
体
的
な
検
討
を
始
め
て
い

ま
す
。

　
情
報
の
効
率
的
活
用
に
は
、
膨
大
な
情
報
を
一
定
の
ル
ー
ル
で
入
力

し
、
そ
の
内
容
を
的
確
に
整
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の

機
器
や
ソ
フ
ト
の
選
択
、
ル
ー
ル
作
り
な
ど
検
討
す
べ
き
課
題
は
山
積

し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
博
物
館
の
職
員
だ
け
で
な
く
、
博
物
館
を
取

り
巻
く
様
々
な
社
会
と
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
お

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
一
連
の
作
業
を
通
じ
て
、
改
め
て

情
報
問
題
の
奥
深
さ
と
難
し
さ
を
実
感
す
る
毎
日
で
す
。

　
「
文
化
情
報
学
」・「
図
書
館
情
報
学
」・「
社
会
情
報
学
」・「
生
命
情

報
学
」
な
ど
、
今
や
「
情
報
」
は
学
問
の
一
つ
と
し
て
様
々
な
分
野
で

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
我
々
も
そ
の
成
果
に
学
び
な
が
ら
、「
博

物
館
的
情
報
学
」
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
主
任
調
査
員　
岡
本
麻
衣
）

城
博
の
活
動

「
地
域
文
化
講
座
」
の
開
講

　

歴
史
博
物
館
と
し
て
「
過
去
」
を
振
り
返
っ
た
そ
の
足
で
、
必
ず
地
域
の
「
今
」

を
歩
き
直
す
。
そ
れ
が
地
域
企
画
課
で
す
。
本
講
座
は
、
そ
の
実
践
講
座
と
し
て
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
回
（
熊
本
大
学
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
・
今
村
直
樹
准
教
授
）
で
は
、
現

在
の
集
落
の
基
に
な
っ
た
江
戸
時
代
の
村
の
構
造
を
知
り
、第
二
回
（
当
館・渡
部
淳
）

で
は
村
の
神
社
の
調
査
方
法
を
紹
介
し
ま
し
た
。
第
三

回
（
高
知
大
学
人
文
社
会
科
学
部・岩
佐
和
幸
教
授
）
は
、

視
点
を
現
在
に
移
し
て
、
戦
後
の
過
疎
問
題
を
社
会
科

学
の
視
点
か
ら
採
り
上
げ
、
第
四
回
で
は
、
地
域
で
実

践
さ
れ
て
い
る
歴
史
調
査
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
報

告
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
と
現
在
、
理
論
と
実
践
、
人
文
科
学
と
社
会
科

学
。
歴
史
の
流
れ
の
中
で
「
今
」
を
総
合
的
に
考
え
る

方
法
を
模
索
す
る
実
験
的
講
座
で
す
。
参
加
者
の
意
見

を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、大
切
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
館
長　
渡
部
淳
）

地
域
の
取
り
組
み

「
立
川
体
験
交
流
の
会
」

第二回講座　神社巡見

博
物
館
と
情
報
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農
林
業
の
基
本
構
造
の
実
態
と
変
化
を
明
ら
か
に

し
、
施
策
の
企
画
・
推
進
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
な

る『
農
林
業
セ
ン
サ
ス
』は
、
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）

年
以
来
、
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

作
業
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
の
が
「
農
山

村
地
域
調
査
（
農
業
集
落
調
査
）」
で
す
。「
集
落
事

情
精
通
者
」
に
調
査
を
依
頼
し
て
、寄
合
開
催
状
況・

地
域
活
動
・
相
互
扶
助
機
能
等
、
更
に
は
、
複
数
集

落
と
の
共
同
や
都
市
住
民
・
学
校
・
企
業
な
ど
と
の

連
携
状
況
ま
で
を
聞
き
取
る
と
い
う
も
の
で
、
情
報

の
比
較
・
分
析
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
の
変
容
を
把

握
す
る
こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
調
査
で
す
。
農
林
水

産
省
は
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
、
こ
の
調
査
の
廃

止
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
学
会
を
は
じ
め
と
す
る
猛

反
対
を
受
け
て
、
郵
便
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
継
続
に

変
更
し
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
精
度
の
低
下
を
不
安

視
す
る
声
も
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
過
疎
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
高
知
県
で

は
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
度
か
ら
、
県
内
全

域
の
中
山
間
を
中
心
と
し
た
五
〇
世
帯
以
下
の
小
規

模
集
落
を
対
象
に
、
十
年
ご
と
に
集
落
代
表
者
へ
の

聞
き
取
り
と
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
な
る
、
き

め
細
や
か
な「
集
落
実
態
調
査
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

結
果
、過
疎
化
の
加
速
と
集
落
の
小
規
模
化
、そ
し
て
、

集
落
の
存
続
そ
の
も
の
を
危
惧
す
る
住
民
の
深
刻
な

危
機
意
識
が
明
ら
か
に
な
り
、
地
域
対
策
の
指
針
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
農
林
水
産
庁
及
び
高
知
県
総
合
企
画
部

中
山
間
地
域
対
策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

（
渡
部
淳
）

「
農
業
集
落
調
査
」と

「
高
知
県
集
落
実
態
調
査
」

「
神
社
」

「
神
社
」

　

江
戸
時
代
の
記
録
を
ひ
も
と
く
と
、

村
々
に
は
実
に
多
く
の
神
社
や
祠
堂

が
あ
り
、
江
戸
の
村
人
達
が
、
多
種

多
様
な
神
々
の
体
系
の
中
で
、
暮
ら

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
明
治
期
の
「
神
社
明
細

帳
」
を
見
る
と
、
神
社
の
数
は
合
祀

等
に
よ
っ
て
減
少
し
、
祭
神
名
や
社

号
に
変
更
が
加
え
ら
れ
た
例
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
神
仏

分
離
政
策
以
降
、
国
家
に
よ
っ
て
推

し
進
め
ら
れ
た
宗
教
政
策
の
結
果
で

す
。

　

そ
し
て
、
戦
後
、
い
わ
ゆ
る
「
国

家
神
道
」
と
い
う
政
治
的
宗
教
体
制

は
解
体
さ
れ
ま
し
た
が
、
高
度
成
長

期
以
降
、
過
疎
や
高
齢
化
な
ど
の
社

会
的
要
因
に
よ
り
、
神
社
や
祭
の
維

持
も
ま
ま
な
ら
ぬ
状
況
も
起
き
て
い

ま
す
。

　

我
々
の
地
域
調
査
は
、
こ
の
よ
う

な
神
社
の
歴
史
的
変
遷
を
意
識
し
な

が
ら
進
め
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代

や
明
治
時
代
の
記
録
に
も
表
れ
な
い

路
傍
の
祠
も
、
見
逃
さ
ず
調
べ
て
い

ま
す
。
先
祖
神
や
農
業
神
、
時
に
は

疫
病
な
ど
か
ら
村
を
護
る
神
々
な
ど

が
、
生
活
空
間
に
程
近
い
小
さ
な
祠

に
祀
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
そ

れ
ら
か
ら
村
人
の
細
や
か
な
生
活
の

あ
り
方
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
片
岡
剛
）

秋
澤
繁
・
荻
慎
一
郎
編

街
道
の
日
本
史
47 「
土
佐
と
南
海
道
」

　

本
叢
書
は
、
日
本
列
島
に
お
い
て

個
性
・
文
化
的
特
色
か
ら
五
六
の
地

域
を
設
定
し
、
各
地
で
個
性
豊
か
な

歴
史
を
発
見
し
、
二
十
一
世
紀
の
内

容
豊
か
な
日
本
史
を
切
り
開
く
べ
く

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
視
点
と
し

て
陸
海
の
交
通
路
に
着
目
し
、『
街
道

の
日
本
史
』
と
命
名
し
ま
し
た
。
目

標
と
し
て
「
地
域
史
の
創
造
」
を
提

唱
し
て
い
ま
す
。

　

第
四
七
巻
の
「
土
佐
と
南
海
道
」

で
は
、
土
佐
の
地
理
と
風
土
、
歴
史

に
つ
い
て
、
陸
上
交
通
か
ら
海
上
交

通
を
歴
史
的
背
景
と
し
て
執
筆
さ
れ

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
近
世
に
お
け

る
高
知
城
と
城
下
町
の
形
成
、
土
居

付
家
老
の
変
遷
、
農
業
村
落
・
山
分

（
山
間
部
）・
浦
分
（
海
浜
部
）
で
の

生
活
や
社
会
経
済
史
な
ど
興
味
深
い

テ
ー
マ
で
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
の
諸
相
で
は
地
域
に

お
け
る
教
育
の
伝
統
と
遺
産
、
自
由

民
権
思
想
の
土
台
が
記
述
さ
れ
、
民

衆
文
化
と
民
俗
的
土
壌
で
は
、
山
村

の
生
活
文
化
・
海
で
の
交
易
・
遍
路

文
化
な
ど
の
特
色
が
記
述
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
文
中
に
は
、
図
・
表
や
写
真
が

多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
本
県
の
歴

史
や
文
化
を
新
た
な
視
点
で
理
解
す

る
に
は
最
適
の
書
と
い
え
ま
す
。

（
嘱
託
調
査
員　
黒
石
哲
夫
）

（
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
六
）

お知らせ
●夏休み児童クラブ出前講座（高知市内：３校、南国市内：１校）
●南国市国府地区総合調査 第３回情報共有会議を開催
●南国市国府地区総合調査 聞き取り調査を実施
●南国市国府地区総合調査 総合的な学習授業（南国市立国府小学校）打合せ
●「地域学芸員」養成講座 第３回を開催（県内３ヵ所）
●高知まちゼミ実行委員会主催の親子まちゼミへ参加
●相談窓口対応（２件：本山町・安芸市）
●地域資料相談（１件：南国市）
●「地域学芸員」養成講座 第４回を開催（県内３ヵ所）
●南国市国府地区総合調査（国分地区集会所）を実施
●南国市国府地区総合調査 聞き取り調査を実施
●立川体験交流の会主催「立川番所 御殿の夕べ」に協力
●目録編成支援（津野町郷土資料館）合同調査及び研修を実施
●相談窓口対応（１件：安芸市）
●地域資料相談（１件：高知市）
●「地域学芸員」養成講座 第５回を開催（県内３ヵ所）
●地域文化講座 第２回を開催
● 「土佐藩・土居関係資料所蔵博物館連携協定」情報共有会を宿毛市にて開催
●目録編成支援（津野町郷土資料館）合同調査及び研修を実施
●南国市国府地区総合調査 総合的な学習授業（南国市立国府小学校）に協力

８月

９月

10月

●土佐文化講座 
日　時：令和６年 12 月 22 日 ( 日 ) 13 時 30 分～ 15 時
内　容：「移住者・転勤者のための土佐文化講座～歴史・土佐弁・酒と料理～」
講　師：当館職員
対　象：県外出身の方（移住・転勤・進学などで高知在住の方）
その他：〈会場〉高知県立高知城歴史博物館 1 階ホール／〈定員〉40 名
●出張講座
日　時：令和７年１月 12 日（日） 13 時 30 分～ 15 時
内　容：「物部川流域 歴史と風景 ～一領具足・鎮守の杜・川と用水～」
講　師：渡部 淳 ( 高知城歴史博物館館長 )
共　催：香美市教育委員会
その他：〈会場〉香美市立中央公民館 １階大ホール／〈定員〉80 名
※いずれも要事前申込 ･ 先着順／参加費無料
※電話・FAX にて申込受付（TEL：088-871-1629／ FAX：088-871-1619）
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